
認 定 書

国 住 指 第

平成 29年

旭化成建材株式会社

代表取締役 堺 正光 様

国土交通大臣  石井

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条
第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
PC030BE-0497-1(4)

2.認定をした構造方法等の名称
軽量セメントモルタル・下張材 [木質系ボー ド]・ フェノールフォーム板・

構造用面材 [木質系ボー ド、セメント板、火山性ガラス質複層板又はせつこ

うボー ド]表張/せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

号

日

９

２ ９

９

月

１

　
９

五

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



別  添

1.構造名 :

軽量セメントモルタル・下張材 [木質系ボー ド]・ フェノールフォーム板 。構造用面材 [木質系ボ

ー ド、セメント板、火山性ガラス質複層板又はせつこうボー ド]表張/せつこうボー ド裏張/木製
軸組造外壁

2.仕様の寸法 :

仕様の寸法を表1に示す。

表1 仕様の寸法

柱、間柱間隔 皓00Hlm以下

壁厚

||

58■lm以上 (真壁 )

67.5■lm以上 (大壁)

の高さ  1構造計算により構造安全性が確認できる高さとする
項 目  | 仕 様
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3.仕様の主構成材料 :

仕様の主構成材料を表2に示す。

表2 仕様の主構成材料

外装材

間柱

柱 (荷重支持

部材 )

項  目

材料 :(1)及び (2)

(1)軽量セメントモルタル

組成 (質量%):①、②又は③
①セメント       45.0～ 51.0
無機質混和材     45.0～ 55.0
無機質軽量骨材    0.0～ 24.0
無機質骨材      0.0～ 27.7
無機質混和材     10.4～ 40,0
無機質少量添力日剤   0.0～ 6.0
有機質混和材     0,1～ 10.0
有機質骨材      0,0～ 7.6

有機質少量添力日剤   0,1～ 4.5
有機質繊維      0.0～ 0.5

②セメント       45,0～ 55.0
無機質混和材     44.0～ 52.5
無機質軽量骨材    0.0～ 24.0
無機質骨材      25,0～ 45,0
無機質混和材     0.0～ 15.0
無機質少量添カロ剤   0.0～ 7.5
有機質混和材     1.0～ 4.5
有機質骨材      0.5～ 4.5

有機質少量添力日剤   0,1～ 0.5
有機質繊維      0.0～ 0.5

③セメント       45.0～ 46.0
無機質混和材     52.0～ 53,5
無機質軽量骨材    37,0～ 44.0
無機質骨材      0,0～ 15.0
無機質混和材     0,0～ 12.0
有機質混和材     1.2～ 2.5
有機質骨材      1,0～ 2.5

有機質少量添加剤   0,1～ 0.5
有機質繊維      0.1～ 0.5

但し、セメント:ポル トランドセメント(」 IS

R5210)の種類の内、次のもの

普通ポル トランドセメント、早強ポル トラ

ンドセメント、中庸熱ポル トランドセメン

ト、低熱ポル トランドセメント、高炉セメ

ントB種 (」 IS R 5211)、 フライアッシュセ
メントB種 (」 IS R 5213)、 エコセメント(JIS
R5214)、 白色セメント

材料 :日 本農林規格に適合する針葉樹の構造

用製材又は構造用集成材

断面寸法 :27× 65Hlm以上

材料 :日 本農林規格に適合する針葉樹の構造

用製材又は構造用集成材

断面寸法 :105× 105Hlm以上

欠き込む場合

欠き込み深 さ :10■lm

欠き込み幅  :10■ lm

真壁

仕様

同左

材料 :同左

断面寸法 :

27× 105■ l皿以上

材料 :同左

断面寸法 :

欠き込み

なし

同左

大壁

-2-
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っづき

外装材 化学成分 (質量%):残 りの化学成分はクリ
ンカー及びせつこう

酸化マグネシウム   5.0以 下
三酸化硫黄      3,0以 下
強熱減量       3,0以 下

全アルカリ      0.75以 下
酸化物イオン     0.035以 下

超速硬セメント

化学成分 (質量%):残 りの化学成分はクリ
ンカー及びせつこう

酸化 マ グネ シ ウム  4.0以 下
三酸化硫 黄     13.0以 下

強熱 減 量      3.0以 下

アルミナセメント

化学成分 (質量%):残 りの化学成分はクリ
ンカー及びせつこう

酸化アルミニウム   50,0以上
二酸化鉄       2.5以 下

酸化カルシウム    40.0以 下
・無機質軽量骨材 :けい酸質岩石の粉砕物、焼

成発泡物 (パーライ ト、疑灰岩系松脂岩、シ

ラス発泡粒 )

・無機質骨材 :けい砂、石灰砂、ガラス粒、ガ

ラス発泡粒、金属
。無機質混和材 :炭酸カルシウム、消石灰、高

炉スラグ、フライアッシュ、粘土鉱物、 ドロ
マイ トプラスター、水酸化アルミニウム

・無機質少量添加剤 :膨張剤 (無水石膏、エ ト

リンガイ ド系、石灰系)、 ガラス (粉末、繊維 )
。有機質骨材 :エテレン酢酸ビニル発泡粒、エ

チレン酢酸ビニル・炭酸カルシウム発泡粒、

ポリステレン発泡粒、塩化ビニル発泡粒、ポ

リエテレン発泡粒、ポリウレタン発泡粒、ポ

リプロピレン発泡粒、ゴム粉砕品、バフ粉
。有機質少量添力日剤 :増粘剤 (セルロース系)、

保水剤 (エチレン酢酸ビニル粉末樹脂、アク

リル系樹月旨)
。有機質繊維 :ポ リエチレン、アクリル、ビニ

ロン、ポリプロピレン、ポリエステル、すイ

ロン、アラミド、セルロース、パルプ、麻、

羊毛

塗厚 :15mm以上

密度 :1.0(± 0.1)g/cm3以 上 (気乾)

(2)補強材

材料 :耐アルカリ性グラスファイバーネット

厚さ :0.3■lm以上、質量 :130g/m2以 上

メッシュ間隔 :4× 4～ 10× 10mm

-3-
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下張材

構造用

仕様 :木質系ボード

材料 :①～⑦の一

①合板 (日本農林規格に適合するもの)

厚さ :5.5■ lm以上

②構造用パネル (日 本農林規格に適合する

もの)
厚さ :9■lm以上

③パーティクルボード(」 IS A 5908)

厚さ :911m以上

④ハー ドボード(」 IS A 5905)

厚さ :5■lm以上

⑤シージングボー ド(」 IS A 5905)

厚さ :12■lm以上

⑥ミディアムデンシティファイバーボー

ド(」 IS A 5905)

厚さ :7■lm以上

⑦小幅板

厚 さ :1lmm以上

材料 :せつこうボー ド(」 IS A 6901)

厚さ :9.5[lm以 上

材料 :火山性ガラス質複層板 (」 IS A 5440)

厚さ :9■lm以上

材料 :①～④の一

①硬質木片セメント板 (」 IS A 5404)

厚さ :12■ lm以上

②フレキシブル板 (」IS A 5430)

厚さ :611m以 上

③パルプセメント板 (」 IS A 5414)

厚さ :8■とηl以上

④けい酸カルシウム板 (」 IS A 5430)

厚さ :8■lm以上

材料 :①～⑦の一
①構造用合板(日本農林規格に適合するも
の )

厚 さ :7.5【rlm以上

②構造用パネル (日 本農林規格に道合する

もの)

厚さ :911皿以上

③パーティクルボー ド(」 IS A 5908)

厚さ :911m以 上

④ハー ドボー ド(」 IS A 5905)

厚さ :5■lm以上

⑤シージングボー ド(」 IS A 5905)

厚さ :12■ lm以上

⑥ミディアムデンシティファイバーボー

ド(」 IS A 5905)

厚さ :7■lm以上

⑦製材 (日 本農林規格に適合するもの)

厚さ :9■lm以上

仕様 :(1)～ (4)の一

同左

同左
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充てん断熱材

内装材

外張断熱材

仕様 :な し

材料 :①又は②

①せっこうボード(」 IS A 6901)

②強化せつこうボード(」 IS A 6901)

厚さ :9.5■ lm以上

材料 :①又は②

①発泡プラスチック保温材 (」 IS A 9511)

②建築用断熱材 (」 IS A 9521)

種類 :フェノールフォーム板

構成 :①及び②

①芯材 :フェノールフォーム

密度 :27(± 2)～ 50(± 5)kg/m3

②面材 (両面):1)～ 5)の一

1)ポ リエステル不織布

2)ポ リプロピレン不織布

3)ポ リエチレンカ日工紙 (」 IS Z 1514)

1)～ 3)の質量 :片面あたり20～ 40g/m2

4)は り合わせアルミニウムはく

(」IS Z 1520)

5)不燃性の加工紙 (けい酸マグネシウム

紙、ガラス繊維紙、アルミニウムはく
。ガラス繊維複合紙)

形状 :平板

厚さ :20(± 2)～ 100(± 2)Ilm

同左

同左

同左
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4.仕様の副構成材料 :

仕様の副構成材料を表3に示す。

表3 仕様の副構成材料

補助胴縁

内装材用目地

処理材

鉄網

防湿気密
フ ィル ム

防水紙

裏当材

受材

胴縁

項  目

材料 :①又は②

①塩化ビニル樹脂
寸法 :厚 さ1■lm以上、高さ181lm以上

質量 :72.5～ 145g/m(1個又は2個 )

②なし(下張材ありの場合)

材料 :せつこう系パテ

塗布量 :140宮 /m以上

材料 :①又は②

①防水紙付鉄網 (防錆処理品)

単位面積質量 :700g/m2以 上

鉄網 :亜鉛めっき鉄網
メッシュ間隔 :16(± 2)■lm× 11(± 2)Ilm

防水紙材料 iク ラフト紙 (」 IS P 3401)

又はターポリン紙又は同等の防水紙

②メタルラス(防錆処理品)(」 IS A 5505)

単位面積質量 :500g/m2以 上

材料 :①又は②

①防湿気密フィルム :厚さ0.2■lm以下

種類 :1)、 2)又は3)

1)住宅用プラスチック系防湿フィルム

(」 IS A 6930)

材質 :ポ リエチレン

2)包装用ポリエチレンフィルム

(JIS Z 1702)

3)農業用ポリエチレンフィルム

(」 IS K 6781)

②なし

材料 :①、②又は③

①アスファル トフェル ト(」 IS A 6005)

単位面積質量の呼び :430以下

②透湿防水シー ト(」 IS A 6Hl)

厚さ :0.3■ lm以下

材質 :1)、 2)又は3)

1)ポ リエチレン

2)ポ リエステル
3)ポ リプロピレン

③なし

取付位置 :下張材表面又は外張断熱材表面

材料 :日 本農林規格の品質を満足する木材 (構

造用製材又は下地用製材)

断面寸法 :2511m× 30■lm以上

材料 :①又は②
①なし

②日本農林規格の品質を満足する木材 (構造

用製材又は下地用製材)

断面寸法 :25H11■ ×30■lm以上

材料 :日 本農林規格の品質を満足する木材 (合

板、製材、集成材、枠組壁工法構造用製材

又は枠組壁工法構造用たて継ぎ材 )

断面寸法 :18× 45Hlm以上

真壁

仕様

同左

同左

同左

同左

同左

な し

な し

同左

大壁
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留付材

防水紙・防湿気密フィルム固定用 (防水紙・防

湿気密フィルムを使用する場合):

材料 :①又は②

①工業用ステープル

寸法 :内幅9.6■lm以上、足長10■lm以上

②鉄丸くぎ

寸法 :N19以上
材質 :鋼製又はステンレス鋼製

留付間隔 :300■ lm以下

構造用面材固定用 :

材料 :①～⑤の一

①鉄丸くぎ

寸法 :N50以上

②せっこうボー ド用くぎ

寸法 :GN 40以上

③シージングインシュレーションファイバ

ーボード用くぎ

寸法 iSN 40以上

④くぎ

寸法 :胴部径φ3.5×長さ2511m以上

⑤ねじ

寸法 :呼び径φ3.5× 長さ2511m以上

留付間隔 :300■ lm以下

材質 :鋼製又はステンレス鋼製

内装材固定用

材料 :①～⑤の一

①せっこうボー ド用くぎ :

寸法 :GN-40以上

②十宇穴付き木ねじ :

寸法 :呼び径φ3.1×長さ25■lm以上

③ ドヅリングタンピンねじ :

寸法 :呼び径φ3.5× 長さ25Hlm以上

④くぎ

寸法 :胴部径φ2.34×長さ38,11lm以上

⑤ねじ

寸法 :呼び径φ3.5×長さ25■lm以上

材質 :鋼製又はステンレス鋼製

留付間隔 :周辺部150■lm以下、中間部200■lm以下

胴縁固定用 :

材料 :ね じ

材質 :鋼製又はステンレス鋼製

寸法 :胴部径 φ4.2×長さ80■lm以上

留付間隔 :縦455■lm以下、横500Hlm以下

同左

同左

同左

同左

っづく
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5.仕様の構造説明図 :

仕様の構造説明図を図1～図12に示す。

留付材

受材固定用 (受材を使用する場合):

材料 :①又は②

①くぎ

寸法 :N75以上
②ねじ

寸法 :呼び径φ3.1×長さ2511m以上

留付間隔 :300■lm以下

下張材固定用 :

材料 :①又は②

①くぎ

寸法 :N32以上
②ねじ

寸法 :呼び径φ3.1×長さ25剛以上

留付間隔 :300■ lm以下

防水紙付鉄網又はメタルラス固定用 :

材料 :工業用ステープル

材質 :鋼製又はステンレス鋼製

寸法 :内幅7.3■lm以上、足長 22Hlm以上

留付間隔 :100■ lm以下

な し

同左

同左
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単位 工lm

留付材

下張材
・

外装材

防湿錦密アィメンム

(あり又はなし)

外張断熱材

開 朝
(あり又はなし)

構造用面材

'同

歓

ハ七ネット

※本切り

防水準氏付鉄絡

蔑当材

※基礎 ※評輌対象外

図1 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)

透視図
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下張材固定用留付

せつこう系′予

構造用

下張材固定用

防′為新
(あり又はなし〕

月同撤固定用

夕'テスア7イア`

防湿気密フ″レム

(あ 又́はなし)

水平断面図

タト邁霊4オ 下張材
・ 蜘

(あり又儀なし)
】丹鋲

外張
断熱 内装材

防ユ星負聴フィルA
(あり又醗 しl

面材固定用留付材

内襲材固定用留付材

内簑材

下

鉛直断面図

図2 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)

嘘

鰈
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単位 Hlm

陸湿気密ク

(あり又はなし)

外張断熱材

防紳
(あり又はなし〕

構造用

胴撮

留付材

暫鰤

下張′1冴|

外業材

スファイハ■|ット

※水切り

メタルラス

辻 台

※基礎 ※評価対象外

遊視図

図3 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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下張材固定用留付
ク・ラ

防湿気密アィルム

(あり又lまなし)

水平断面図

胴撤固定用留

闘
(あり又は慮し)

下張材 胴緑

メタ

繊 用

下張材固定用留

う昇●下テ

Fオ刀櫛
(あり又は壕し)

縫 用

面材固定用留付材

断熱材

内装材固定用何付材

内獲相
Ⅲ

下 張 防湿気落アィ′レよ

(あり又はなしl

鉛直断面図

図4 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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単位 Ilm

防湿気密フィルム

(あり又成なし)

外張断熱材

嚇
(あり又はなし)

構造用面材

留付材

下張材

ク'ラスファイバ・=ネット

※水切り

防水紙付鉄絹

※土台

※基礎 ※評価対象外

透視図

図5 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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下張材固定用

留付材

構造用面材

下張材固定用留付

防7髯重
(あり又lま

'と

し)

クト装材 下張材

Я厨隷固定用

防ノ轍
(あり又講ミし)

ク・ラヌ7ァイ
;厨線

'ノ

!湿貸闇佑アィルム

(あり又はなし)

水平断面図

機 用

函材固定用留付材

外張断熱材

内装材固劇珊留付材

内装材

防湿気癌フリレム

(あり又はなし)

蛤直断面回

図6 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)

下

クラ
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防湿気薔ア″レム

(あリヌ1まなし)

外張断熱材

留付材

下張材

タト納

単位 Ilm

Tネット

脚

(あり又はなし)

構造用面材

】同穆歿

※水切り

メタ
"ス

※土台

※基礎 ※船 外

透視図

図7 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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下張材固定用留付

メタ

勇材固定用留付材

構造用面材

下張材固定用留

脚
(あり又lま

'食

し)

クラスフ

防温気謗
(あり又はなし)

水平断面図

クラム7アイ′ヾ‐おット
外装材 '下張材

内装材固定用

胴撤固

鵬 なし)
"同

鞣

面材固定用雷付材

外張断熱材

内装材固定用留付材

内期

下 麟 気密フィ,レあ

(あり又はなし)

鉛直断面図

図8 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)

―
―
に

＼
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単位 :■lm

留付材

下張材・

防温気褒7ィ″ふ

(あり叉ヤまなし)

外張断熱材

防水紙
(あり又はなし)

構造用面材

f口禄

切り

防水縦付鉄網

※土台

※評価対象外

透視図

図9 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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柱

下張材固定用

構造用面材

下張材固定用留付

防′l輔
(あり又‖まなし)

B同縁固定用

下 張

夕・ラ

舛テスクァイプヾ

(あり又はなし)

ホ平断面囲

胴徹固定

下張材
、防 ,照

であり叉はなし,

Ⅲ洋造用面材固

構造用面材固定用留付材

内装材固定用曽付材

内装材

外張断熱材

防湿気密,■陰
(あり又はなし)

鉛直隣面図

図10 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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単位 rlm

留備

下張材

防湿気喀ブ

(あり又はなし)

外張断熱材

防水紙
(おり又博なし)

構造用面材

B厨縁

※水切り

メタプ炉ス

※土台

※基礎 ※評価対象イタト

透′滉図

図H 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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下張材固定用留 』同様固
グラ

メタルラ 外装材 下張材
. 噛
(あり又はなし,

ィルム
山装材固定用

(あり又|よなし)
格造用

脇 耐

メタ

構造用画材

下張材固定用 内業材固定用留付材

防 hく玉・

(あり又はなし〕

内跡

外張断熱材

胴緑固定用

下

恥 女V必フィブレム

(あり又はなし)
クラスノァイ′ギーネット

鉛直肝面園

図12 構造説明図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)

胴織
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6.施工方法 :

施工図を図 13～図 18に示す。

施工方法は以下の手順で行 う。

(1)下地の組立

柱及び間柱は、反 り曲がりのないものを使用し、土台に垂直に 500■lm以下の間隔で取付ける。

(2)受材を取付ける場合 (真壁 )

受材は柱及びはり、土台等にN75以上のくぎで 300mm以 下の間隔で取付ける。
(3)構造用面材の取付け

構造用面材は、柱及び間柱の上に構造用面材固定用留付材を用いて取付ける。

(4)防湿気密フィルムを張付ける場合

防湿気密フィルムは横張又は縦張とし、上下・左右の重ね代を 100nlm以上とし、防湿気密フィルム固定

用留付材を用いて取付ける①

張付けはできるだけたるみ、しわのないようにする。

(5)断熱材の取付け

外張断熱材は、柱及び間柱又は構造用面材の上に取付ける。

(6)防水紙を張付けする場合

防水紙は横張を原則とし、重ね代は縦 90m■l以上、横 150mm以上とし、防水紙固定用留付材を用いて取

付ける。

張付けはできるだけたるみ、しわのないようにする。

(7)胴縁の取付け

胴縁は、断熱材の上に、胴縁固定用留付材を用いて取付ける。

胴縁寸法で不陸のないように調整する。

(8)防水紙付鉄網 (防錆処理品)及びメタルラスの取付け

1)防水紙付鉄網は、質量 700g/ポ以上のもので防錆処理品を用いる。張付けは横張又は縦張とし、千鳥

に酉己置する。継ぎ目は縦横とも 30■lm以上重ね、ラスの浮き上がり、たるみのないように防水紙付鉄

網固定用留付材を用いて取付ける。

2)メ タルラスは、質量 500g/だ以上のもので防錆処理品を用いる。張付けは下張材の上に横張又は縦張

とし、千鳥に配置する。継ぎ目は縦横とも 30■lm以上重ね、ラスの浮き上がり、たるみのないように

メタルラス固定用留付材を用いて取付ける。

下張材の取付けは、胴縁の上に下張材固定用留付材を用いて取付ける。

(9)外装材 (グラスファイバーネットの伏せ込み)の取付け

1)混練

軽量セメントモルタルと包装材に表示してある標準加水量をモルタルミキサーで混練する。

2)下塗 (ラ ス付け)

こて圧を充分にかけ塗付け、10mm厚程度に下こす りをする。

3)上塗

下塗後 1～ 2日 間養生期間をとり、その後こて圧を充分にかけ 5■lm厚程度に塗付け、下塗モルタルと

良く密着させる。上塗モルタルの水引き具合を見てムラ直しを行 う。

4)グラスファイバーネットの伏せ込み

下塗又は上塗後、直ちにグラスファイバーネットを張り、こてで押さえ軽量セメントモルタルと馴染

ませる。

5)軽量セメントモルタルの塗厚の確認及び確保

ア)塗厚は、胴縁の上の部分で、防水紙付き鉄網の表面より測定する。

イ)軽量セメントモルタル塗の施工に先立ち、予め塁出し等を行い、コーナービー ト、定木、又は目

地棒等を用いて塗厚を揃える。

(10)内装材の取付け

内装材は、内装材固定用留付材を用いて柱、間柱及び受材に取付ける。

真壁造の柱の欠き込み仕様の場合は柱の欠き込み部に内装材をはめ込む。

目地部にはせつこう系パテを施す。
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単位 :Hlm

構造用面材 防水徹付鉄禰
開 報
(あリヌはなじ)

外 下張材

防湿気密フィブレム

(あり又はなし)

下

7'(平断面図

※聯

※天丼材

構造用置緒 1

外装材

内装材

外

防水紙
(あり又はなし) 防浬気建フィ,1′ム

●
"又
はなしl

※受材

※フk切り
※床根太

※根太掛け
※上台 ※評価対象タト

※基礎

鉛直断面図

図13 施工図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)

※

下
な
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単位 Hlm

1労ぷ魏〔
(渉,り又,まなじ)

構造用面材

外装材

外

外

脚
(あリヌはなし)

※水切り

メタルンス

外

※崎

滋天丼材

内納

防膨 静 71腺
(あり又lまなし)

※受材

※床根太

照狼太掛け
※士台

下張材

防 工ゝ気密フィルエ

(あり又キま′註し)

1阿彰融

水平断面図

※床

X評何討無外
X基礎

鉛直断面図

図14 施工図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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単位 Ilm

構造用面材 防水紙付鉄涌

外張断熱 胴縁 下張材|

B右温気密フィルム

(歩,り又厳独し)

ドカフ鸞王
(あリヌはなし)

柱 受材 関柱

水平断面図

※天首稿

4再跡 面材|

タト瑚

内連材

外

防水紙
(あり又はなし) 防逸気密フォ,Vム

(あり真はなし)

※朧

※程大掛け
※土台 ※評価射象外

※基礎

鉛直断面回

図15 施工図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)

※

※床
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単位 Hlm

L+片熱 』厨織 下張材
・
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防翌気密アィ)レム

(あり又はなし)

7k平断面図

※事FF打

※天丼材
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外
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助熙
(あり又はなし〕

胴緑

防湿貸磁肇ア̀fルム

(あり又l土なし)

※受材下
照床

※床根太

※様太掛:サ

※土台 X評価討象外

鉛直断面図

図16 施工図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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単位 Hlm

防水紙
(あリスはなし)

構造用面材

外張断熱

防水紙
(あり又はなしl

※水切

防水糧付鉄紹
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※土台
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※辞価対象外

桂

水平断面図

'~下f

溢

※基礎

鉛直断面図

図17 施工図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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※雛
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図18 施工図
(充てん断熱材なし/構造用面材あり/下張材あり)
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